
    

  

  

 

 

 

              令和８年２月号 文責：大達高弘 

今月の歌【ありがとうの花】 
学校では、朝活動が始まる前に、歌が流れます。流れる歌は、水

曜日は校歌ですが、それ以外の曜日には今月の歌が流れます。２月

は【ありがとうの花】という歌です。歌詞をご紹介します。 

【ありがとうの花】 
ありがとうって 言ったら 

みんなが わらってる 

そのえがおが うれしくて 

なんども ありがとう 

まちじゅうに さいてる 

ありがとうの花 

風にふかれ 明日に 

とんでいく 

※ありがとうの花が さくよ 

きみのまちにも ほらいつか 

ありがとうの花が さくよ 

みんなが わらってるよ 

 

      ぼくらのゆめは みんなと 

      いっしょに わらうこと 

      あったかい手を つなぎ 

      みんなで うたうこと 

      小さかった 花のゆめ 

      おっきくふくらんで 

      みんなといっしょに ありがとう 

      うたいだす 

        ※くりかえし 

          みんなが うたってるよ 

 

出典：ありがとうの花 作詞：坂田 修 

私は、この歌がすごく好きです。特に、最初の「ありがとうって

言ったら みんながわらってる」という部分が大好きです。歌って

いると、たくさんの人がみんなで笑っている情景が思い浮かびま

す。誰かから「ありがとう」って言われて、嫌な気持ちになったり、

怒ったりする人はいません。「ありがとう」って言われると、嬉し

い気持ちになるはずです。嬉しくなると、人は笑顔になります。「あ

りがとう」がたくさん溢れている場所には、きっとたくさんの笑顔

があり、そこは温かくて素敵な場所だと思うのです。【みんなの笑

顔があふれる周布小学校 ～スマイル・フル～】を目指して、毎日

頑張っていますが、笑顔＝スマイルが溢れるようにするために、こ

の「ありがとう」を大切にしたいなと考えます。 

保護者、地域の皆様、ご家庭や地域には「ありがとう」が溢れ、

「笑顔」が溢れているでしょうか。「ありがとう」なんてわざわざ

言わなくても…と思ったりされてないでしょうか。「ありがとう」

の気持ちは言葉にして伝えないと伝わりません。たった５文字の

短い言葉ですが、この５文字はすごく大きな力をもっています。人

を笑顔にする魔法の言葉です。周布小学校に、各ご家庭に、そして

地域全体に「ありがとう」が広がり、笑顔が溢れるといいなと願っ

ています。そう願いながら、まず、私自身が身近な人たちにしっか

りと「ありがとう」を伝えていきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

１月３１日（土）、たくさんの保護者・地域の皆様にお越しいた

だき、令和７年度の学習成果発表会を開催しました。 

今年度の学習成果発表会は、昨年度までとは実施方法を変更し

ました。発表場所はどの学年も体育館とし、タイムターブルを組ん

で、すべての学年の発表を保護者、地域の皆様にご覧いただけるよ

うにしました。なぜ、変更したかと言いますと、一人でも多くの方

に、２３５名の子どもたちの頑張る姿や成長した姿をご覧いただ

きたい、子どもたちには、多くの人の前で堂々と発表する力を身に

つけてほしい、そんな願いからでした。発表した内容はもちろん学

習の成果ですが、私は発表までの計画や準備、当日の進行や運営、

さらには本番での堂々とした姿など、そういったすべてのことが、

この１年での学びの成果だと考えています。 

どの学年も素晴らしい発表でした。そして、小学校６年間という

時間の中で、子どもたちは変化し、大きく成長するということを、

子どもたちの姿を通して、保護者や地域の皆様に感じていただけ

た発表会だったのではないかと思います。学年が上がるにつれて

学びは広く、深くなります。その学びを積み重ねながら子どもたち

は心も体も頭も成長していきます。それを感じていただけたとし

たら、これほど嬉しいことはありません。 

本校の教職員が、子どもたちと本気で向き合い、支え、指導し、

一緒に発表を創りあげてくれました。保護者や地域の皆様は、子ど

もたちや教職員を温かく見守り、応援し、そして頑張りに対してた

くさんの拍手をくださいました。 

学習成果発表会が素晴らしいものになったのは、主役である子

どもたちの頑張りはもちろん、教職員、保護者・地域の皆様、みん

なの力でもあると思っています。心より感謝いたします。本当にあ

りがとうございました。 

      ～成果発表会後の児童の感想より～ 

○田植え、稲刈り、もちつきなどいろいろな体験をしてきて、発表も大変だ

ったけど、すごく楽しかったです。もちつきは特に大変だったけど、美味

しかったので頑張ったかいがありました。発表もすごく緊張したけど、み

んなで力を合わせて頑張ったから緊張がほぐれました。楽しかったです。 

○私はみんなが一生懸命取り組んで、心が一つになれたと思います。これが

一人だとこんなにいい発表はできませんでした。みんなが一緒でよかった

です。 



神楽クラブ演技発表会 
学校には、４年生以上の子どもたちが、自分の興味・関心を大切

にしながら、学年の枠を超えて一緒に活動する【クラブ活動】とい

う時間が、年間１０時間程度あります。その中の一つ、神楽クラブ

が、１年間の活動の成果を発表する演技発表会が、２月５日（木）

にありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度発表した演目は【頼政】でした。かわいらしい猿の登場に

観客の子どもたちは大騒ぎでした。太鼓や笛、手拍子は本格的で、

見事な演奏で演技を盛りあげました。神とぬえの舞は、力強さ、ス

ピード感、キレがあり、まさに「圧巻」という表現がぴったりでし

た。クラブ活動として、ここまで完成度の高い演技を発表できる学

校はそうはないと思います。地域の神楽社中に所属して活動して

いる子どももいますが、ほとんどの子どもたちが、神楽クラブに入

ってから練習を始めています。限られた活動時間の中で、よくここ

までのものを創りあげたなあと感心しました。素晴らしい発表で

した。 

このような素晴らしい発表ができたのも、何十年にもわたって、

周布小学校の神楽クラブの指導をしてくださっている日高 均様

を始めとする西村神楽社中の皆様のご協力のおかげです。年間を

通しての温かいご指導、当日の着付けを始めとする準備、さらには

発表に必要な道具の提供などのお力添えがあっての発表会でした。

本当にありがとうございました。 

 

縄跳びパワーアップ週間 
冬期における体力づくりの一環として、「縄跳びパワーアップ週

間」の取組がありました。約２週間の練習期間で、子どもたちは体

育の時間や休み時間を使って練習を重ね、体育の時間の記録会で

その成果を発揮しました。学年によって取り組む種目は異なりま

すが、子どもたちは自分の目標に向かって練習を積み重ね、体力と

技能を高めました。また、記録会では、自己記録への挑戦だけでは

なく、仲間を応援したり、アドバイスをし合ったりする姿も見られ、

精神面での成長も感じました。 

今回の縄跳びパワーアップ週間の取組で、一番強く感じたこと

は、小学校６年間における体力面での成長のすごさです。記録会で

は、どの学年も持久跳び（前跳び）の時間を計測するのですが、高

学年になると２０分以上跳び続ける子どもがいました。私もチャ

レンジしてみたのですが、３分もしないうちに、ふくらはぎが悲鳴

をあげ、呼吸は乱れ、とてもそれ以上は跳び続けることができませ

んでした。子どもってすごいなあと、改めて実感しました。 

保護者のみなさん、ご家庭で子ど 

もたちと一緒に縄跳びにチャレンジ 

してみてください。ご自身の体力づ 

くりにもなりますが、子どもたちの 

成長、すごさを実感していただける 

と思います。 

 

２月１６日（月）、今年度最後となる第３回学校運営協議会が開

催されました。委員の皆様には、お忙しい中をご参加いただき、今

年度の振り返りをしていただきました。 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 ・奉仕作業に地域の方が参加してくださったことで、大人同士

（保護者と地域の方）のかかわり・つながりができた。 

・茶っ友隊を通して、子どもたちの素敵な笑顔がたくさん見られ

た。最高！ 保護者の皆さんにもぜひ参加してほしい。 

・いいごあいさつの日のあいさつ運動がとてもよかった。中学生

にはほんとに感謝。いいごあいさつの日の取組が地域全体に広

がり、周布が「あいさつのまち」になっていくといい。 

・大人は子どもの応援団！  

 

【大人は子どもの応援団】 この言葉を合言葉に、来年度もコミ

ュニティー・スクールの更なる充実を目指していきます。 

 

ご報告とお礼 
 昨年末、児童会の実行委員会が全校児童に呼び掛けて【赤い羽

根共同募金】の活動に取り組みました。優しくて、思いやりあふ

れる社会の実現に向け、何かできることはないかと考え、共同募

金運動に協力することにしました。たくさんの子どもたちの共助

の精神のおかげで、合計金額 ３６，２２０円  という心温まるた

くさんの募金が集まりました。おそらく、各ご家庭において、今

回の取組にご理解、ご協力をいただいたことと思います。本当に

ありがとうございました。 

 

 同じく昨年末、周布小学校昭和 52年度卒業生で構成される【若

鮎会】様から、教育活動の充実のためにとご寄付をいただきまし

た。そのご寄付と、返金のあった浜田市Ｐ連会費を合わせたお金

で、各学年に 1台ずつデジタルカメラを購入させていただきまし

た。学年活動や校外学習で有効に活用させていただき、教育活動

の充実につなげていきたいと考えます。 

温かいお心遣いに心より感謝申しあげます。 

３月の主な行事 
 

 

 

 

 

 

２日（月）いいごあいさつの日  マラソン記録会（～６日） 

３日（火）ＳＣ来校 校外班会② 盲導犬学習（３年生） 

４日（水）そろばん学習（４年生） 委員会（引継ぎ）⑥  茶っ友隊（低学年） 

５日（木）６年生感謝会③④ 

６日（金）茶っ友隊（中学年） 

１０日（火）茶っ友隊（高学年）          

１２日（木）卒業式予行練習 

１６日（月）安全の日（いいごあいさつの日） 

１７日（火）卒業証書授与式 

１９日（木）大掃除 

２４日（火）修了式・離任式 

★あくまでも予定ですので、変更になることもあります。 

※４月８日（水）令和８年度１学期始業式 

 


